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　活動団体は、地域の自然環境や希少種の保全活動の実践、市民参加の促進に重要な役割を果た
しており、その継続した取組と次世代を担う人材育成が欠かせません。行政や市民、事業者などさ
まざまな主体との連携により、保全活動や普及啓発を進めます。

【保全活動の実践】 希少種とその生息・生育環境の保全に取り組みます。
外来種の駆除活動や外来種による被害防止に向けた普及啓発を行います。
緑地や水辺環境の維持管理や再生に取り組みます。
地域の自然環境や生き物調査を実施します。
行政や市民、事業者など、さまざまな主体との連携による保全活動を進めます。

・
・
・
・
・

【市民参加の促進】 地域の自然環境や生き物に関する情報を発信します。
自然観察会や自然体験など、市民が自然と触れ合う機会を創出します。
保全活動への市民参加を促し、次世代を担う人材を育てます。

・
・
・

活躍！活動団体の取組

　190万都市の市街地に近接して豊かな自然があることは、札幌市の特徴であり魅力の
一つですが、これは同時に野生生物との軋轢を生む要因となっています。特にヒグマの場
合、貴重な野生生物としての保全と市民生活の安全確保の両面の課題があり、共生に向
けた対策が重要となっています。ヒグマの生息地と人間の生活圏の境に、ヒグマが侵入し
にくい緩衝地域を設けることで、ヒグマと人間のすみ分けにつなげるため、「浦幌ヒグマ調
査会」では、平成26年から過去にヒグマの出没のあった南区石山地区を中心に、河畔林
の見通しをよくしてヒグマの侵入を防ぐための下草刈りなどの活動を、地域住民や行政と
一緒に行っています。

○ヒグマとの共生をめざして：浦幌ヒグマ調査会

　篠路福移湿原は、札幌市北区篠路の原野にあるおよそ4,000年前にできた石狩湿原
の一部で、かつて40haほどありましたが、周囲の環境変化等の影響で乾燥化が進み、現
在は5ha以下にまで減少しています。「NPO法人カラカネイトトンボを守る会」では、札幌
市内に残された湿地と、そこに生息・生育するカラカネイトトンボをはじめとする貴重な生
き物を保全するため、ナショナルトラスト運動やビオトープへの湿原の動植物の移植活動
など、学生や地域住民と連携しながら取り組んでいます。

　多くの生き物の重要な生息・生育環境である森林には、手つかずのままの“自然林”と、
伐採や植林が行われた後に放置され再生した“二次林”があります。二次林は、人の手が入
らないと、樹木が過密状態となるなど森林が荒れ、明るい林床を好む植物の重要な生育
環境などがうばわれることになります。適正な二次林の生態系を維持するため、「NPO 法
人北海道森林ボランティア協会」では、澄川都市環境林などの都市環境緑地で、整理間
伐、郷土種の植樹などの森林の育成・保全活動に取り組んでいます。

○湿原の保全：NPO法人カラカネイトトンボを守る会

○人の手による森づくり：NPO法人北海道森林ボランティア協会

3. 活動団体
















